
在
外
研
究
者
、
赴
任
者
の
増
加

明
治
三
十
七
年
五
月
二
日
よ
り
同
年
十
月
二
十
九
日
ま
で
米
国
セ
ソ
ト
ル
イ

ス
で
万
国
博
覧
会
が
開
か
れ
た
。
日
露
戦
争
の
さ
な
か
で
あ
っ
た
が
渡
航
者
が

相
次
ぎ
、
本
校
か
ら
も
少
な
か
ら
ず
渡
航
し
た
。
こ
の
博
覧
会
の
前
後
の
時
期

に
は
本
校
関
係
者
の
な
か
で
博
覧
会
見
物
、
留
学
、
赴
任
な
ど
種
々
の
目
的
を

持
っ
て
海
外
に
赴
く
者
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
が
、

左
記
は
そ
の
概
況
（
三

十
六
＼
三
十
八
年
）
で
あ
る
。

桜
岡
三
四
郎
（
助
教
授
）
鋳
金
術
研
究
の
た
め
三
年
間
仏
、
米
両
国
留
学
を
命

ぜ
ら
れ
、
明
治
三
十
六
年
二
月
二
十
四
日
出
発
。
三
月
二
十
四
日
ニ
ュ
ー

ョ
ー
ク
着
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

、
シ
ン
シ
ナ
チ
等
に
も
滞
在
し
、
三
十
八
年

十
月
七
日
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
発
。
ベ
ル
ギ

ー
を
経
て
。ハ
リ
に
至
る
。

三
十
九
年
四
月
。
ハ
リ
を
発
ち
イ
タ
リ
ア
を
巡
歴
。
ロ
ン
ド
ソ
を
経
て
同
年

八
月
四
日
帰
国
。

下
村
観
山
（
教
授
）
明
治
三
十
六
年
二
月
二
十
日
、
ロ

ン
ド
ン
ヘ
向
け
て
出

発
。
欧
州
各
国
を
経
て
一
二
十
八
年
十
二
月
十
一
日
帰
国
。
詳
細
は

187
頁。

④
 

画
教
授
細
目
（
工
藤
晟
作
成
）
、

同
図
画
教
授
表
目
（
同
）
、
埼
玉
県
女
子
師
範
学

校
図
画
教
授
細
目
（
同
）
、
群
馬
県
前
橋
中
学
校
図
画
教
授
細
目
（
川
村
孝
作
成
）
、

新
潟
県
小
千
谷
中
学
校
図
画
教
授
法
（
渡
辺
忠
三
郎
作
成
）
、

夏
季
講
習
会
予
定

案
（
同
）
等
、
既
に
上
梓
さ
れ
た
も
の
の
抜
粋
で
あ
る
。
な
お
、
右
の
教
授
法
、

教
授
細
目
は
明
治
三
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
本
校
で
開
か
れ
た
図
画

教
育
会
主
催
第
一
回
図
画
教
育
者
大
会
に
お
け
る
報
告
と
考
え
ら
れ
る
。

海
野
美
盛
（
教
授
）
明
治
三
十
六
年
四
月
十
八
日
、
バ
リ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
て

出
発
。
セ
ソ
ト
ル
イ
ス
万
国
博
も
視
察
し
て
三
十
七
年
八
月
八
日
帰
国
。

出
張
の
目
的
は
正
木
直
彦
の
指
示
に
よ
り
、

フ
ラ
ン
ス
で
縮
彫
機
に
よ
る

メ
ダ
ル
製
造
法
を
研
究
し
、
縮
彫
機
を
購
入
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
（
吉
田

千
鶴
子
著
「
東
京
美
術
学
校
依
嘱
製
作
資
料
」
『
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
』

第
十
三
号
。
昭
和
五
十
三
年
）
。

沼
田
一
雅
（
明
治
三
十
六
年
二
月
、
助
教
授
を
辞
職
）
農
商
務
省
海
外
実
業
練
習

生
と
し
て
陶
磁
器
象
形
術
を
研
究
す
る
た
め
海
野
美
盛
と
同
船
出
航
。
同

年
六
月
か
ら
十
月
ま
で

。ハ
リ
の
ア
カ
デ
ミ
ー

・
ジ
ュ
リ
ア
ン
に
通
学
し
、

十
月
よ
り
セ

ー
ブ
ル
陶
磁
器
製
造
所
に
入
所
。
三
十
九
年
六
月
三
十
日

に

帰
国
し
、
屈
と
し
て
復
職
。
詳
細
は
225
頁。

箆
定
次
（
彫
金
科
卒
業
生
）
海
野
美
盛
ら
と
同
船
出
航
。
三
十
八
年
六
月
現
在

パ
リ
在
住
。
同
年
十
月
農
商
務
省
海
外
実
業
練
習
生
と
な
り
、
合
金
金
属

製
造
色
付
法
、
金
属
装
飾
及
び
印
刻
術
研
究
の
た
め
四
十
一
年
三
月
現
在

同
地
に
滞
在。

前
島
交
吉
（
彫
刻
科
卒
業
生
）
海
野
美
盛
ら
と
同
船
出
航
。
四
十
年
三
月
農
商

務
省
海
外
実
業
練
習
生
と
な
り
、
鋳
金
術
研
究
の
た
め
四
十
一
年
四
月
現

在
フ
ラ
ソ
ス
滞
在
。

武
石
弘
三
郎
（
同
）

明
治
三
十
四
年
四
月
出
発
。
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
美
術
学
校
で

彫
刻
を
学
び
、
同
四
十
二
年
八
月
帰
国
。
武
石
に
つ
い
て

は
佐
々
木
嘉
明
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著
『
彫
塑
家

・
武
石
弘
三
郎
ノ
ー
ト
』
（
昭
和
六
十
年
。
北
日
本
美
術
）
が
あ

る。

小
川
三
知
（
絵
画
科
卒
業
生
）

明
治
三
十
三
年
七
月
渡
米
。
シ
カ
ゴ
美
術
院

(
C
h
ic
a
g
o
 A

r
t
 I
n
s
titute

で
洋
画
、
図
案
を
三
年
間
学
ぶ
。
三
十
七
年
七

ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
に
際
し
日
本
政
府
の
工
芸
館
の
仕
事
に
従
事
し
、
同

年
一
月
農
商
務
省
実
業
練
習
生
と
な
る
。
三
十
八
年
桜
岡
三
四
郎
、
白
山

谷
喜
太
郎
の
仲
介
で
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
ー
の
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
グ
ラ

ス
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
就
業
し
、
そ
の
後
デ
イ
ト
ン
美
術
ガ
ラ
ス

工
場
、

コ
ロ
ソ
バ
ス
市
フ
ォ
ン

・
ゲ
レ
ヒ
テ
ソ
美
術
ガ
ラ
ス
会
社
、
ピ
ッ

ツ
バ
ー
グ
板
ガ
ラ
ス
会
社
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ウ
ン
ト

・
バ
ー
ナ
ン
の

小
会
社
、
ゴ
ー
ハ
ム
会
社
そ
の
他
に
勤
務
し
ス
テ
イ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
研
究

を
続
け
、
四
十
四
年
帰
国
し
製
作
に
従
事
。
わ
が
国
の
ス
テ
イ
ソ
ド
グ
ラ

ス
の
草
分
け
の
一
人
で
あ
る
。

岡
部
覚
弥
（
元
助
教
授
）
明
治
三
十
六
年
渡
米
。
ボ
ス
ト
ン
市
立
美
術
学
校
で

彫
型
を
学
び
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
技
師
と
な
り
、
ま
た
、

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ソ
美
術
館
日
本
部
主
任
と
な
り
、
四
十
一
年
―
―
一
月
岡
倉
覚
―
―
-
、
六
角
紫
水

ら
と
と
も
に
ョ
ー
ロ
ッ
パ

、

モ
ス
ク
ワ
、
奉
天
、
北
京
を
経
て
帰
国
。

山
本
正
三
郎
（
彫
金
科
卒
業
生
）
明
治
三
十
五
年
八
月
金
属
美
術
研
究
の
た
め

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
航
し
、
「
カ
ー
ル
デ
ン
ボ
ル
グ
」
氏
工
場
、
ゴ
ー
ハ

ム
銀
器
製
作
会
社
、
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
の
レ
デ
ラ
ー
会
社
等
に
入
社
。
同
三

十
七
年
四
月
よ
り
四
十
年
四
月
ま
で
農
商
務
省
海
外
実
業
練
習
生
と
な

る
。
同
四
十
一
年
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ソ
ド
州
立
図
案
学
校
夜
間
部
に
学
ぶ
。

同
四
十
年
。
フ
ロ
ビ
デ
ン
ス
市
に
日
本
富
士
会
社
を
設
立
。
同
四
十
一
年
六

月
帰
国
し
東
京
府
立
工
芸
学
校
教
諭
と
な
る
（
「
東
京
美
術
学
校
旧
職
員
履
歴

書
」
に
よ
る
）
。

山
下
英
夫
（
鍛
金
科
卒
業
生
）
明
治
一
二
十
六
年
秋
渡
米
。
三
十
七
年
十
二
月
よ

り
伊
藤
龍
吉
と
同
じ
く
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
会
社
コ
ロ
ナ
分
工
場
鍛
金
部
に
就

職
し
、
ま
た
、
ゴ
ー
ハ
ム
銀
器
製
作
会
社
に
移
る
。

伊
藤
龍
吉
（
鋳
金
科
卒
業
生
）
明
治
三
十
六
年
八
月
「
ヴ
ワ
ン
プ
リ
ッ
グ
ル
」

製
陶
会
社
の
招
聘
に
よ
り
渡
米
。
三
十
七
年
八
月
セ
ン
ト
ル
イ
ス
を
経
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
至
り
、
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
美
術
金
工
会
社
、
次
い
で

ロ
ー

ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
の
ゴ
ー
ハ
ム
銀
器
製
作
会
社
に
入
社
。
三
十
九
年
ボ
ス

ト
ン
市
「
チ
キ
リ
ン
グ
」
写
真
館
で
写
真
術
を
研
究
。
四
十
三
年
同
市
に

写
真
館
開
業
。
四
十
五
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
写
真
業
を
営
み
、
大
正

十
年
四
月
帰
国
（
「
東
京
美
術
学
校
旧
職
員
履
歴
書
」）。

柳
敬
助
（
西
洋
画
科
中
退
生
）
明
治
三
十
六
年
冬
、
本
校
二
年
生
の
と
き
退
学

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ー
ト

・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

・
リ
ー

し
て
渡
米
し
、

グ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ア
カ
デ
ミ
ー

・
オ
プ

・
デ
ザ
イ
ソ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
ア
ー
ト

・
ス
ク
ー
ル
等
で
学
び
、
渡
仏
し
て
ア
カ
デ
ミ
ー

・
コ
ラ
ロ
ッ

シ
ュ
に
学
び
、
同
四
十
二
年
帰
国
。
『
美
術
新
報
』
第
九
巻
第
二
号
（
明

治
四
十
二
年
十
二
月
一
日
）
に
そ
の
帰
朝
談
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

留
学
中

の
生
活
や
戸
張
孤
雁
、
荻
原
守
衛
、
白
瀧
幾
之
助
、
出
口
清
三
郎
、
高
村

第 2卒 制度改革期 276 



光
太
郎
、
和
田
三
造
、
沢
田
誠
一
郎
、
不
二
（
藤
雅
三
）
、
横
山
大
観
、
菱

田
春
草
の
消
息
な
ど
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

岡
倉
天
心
（
元
校
長
）
明
治
三
十
七
年
二
月
十
日
出
航
。
三
月
よ
り
ボ
ス
ト
ソ

美
術
館
で
同
館
所
蔵
の
日
本
絵
画
の
目
録
作
成
作
業
に
従
事
（
以
後
毎
年
半

年
は
米
国
に
滞
在
）
。
九
月
二
十
四
日
七
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
の
芸
術

・
科

学
会
議
で

"M
o
d
e
r
n
P
r
o
b
l
e
m
 in
 P
a
i
n
t
i
n
g
"
 (
「
絵
画
に
於
け
る
近
代

の
問
題
」
）
の
講
演
を
行
う
。
十
一
月

'̂T
h
e
A
w
a
k
e
n
i
n
g
 of 
Ja
p
a
n
"
 

（
『
日
本
の
覚
醒
』
）
出
版
。
翌
三
十
八
年
三
月
二
十
六
日
サ
ン
フ
ラ
ソ
シ
ス

コ
経
由
で
帰
国
。

菱
田
春
草
（
元
嘱
託
）
大
観
の
旅
程
と
同
一
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

横
山
大
観
（
元
助
教
授
）
岡
倉
天
心
と
同
船
出
航
。
四
月
、

同
行
の
菱
田
春
草
、
六
角
紫
水
と
と
も
に
絵
画
漆
画
展
を
開
催
し
、
農
商

務
省
海
外
実
業
練
習
生
と
な
り
、
七
月
、
農
商
務
省
に
「
美
術
工
芸
品
の

図
案
」
と
題
す
る
報
告
書
を
提
出
。
九
月
、

セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
を
見

物
し
、

十
一
月
、

ボ
ス
ト
ン
で
作
品
展
（
大
観
、
春
草
、
観
山
、
紫
水
）
を

開
催
。
三
十
八
年
一
月
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
ま
た
、
三
月
か
ら
四
月
に

か
け
て
ワ
シ
ン
ト
ン
で
春
草
と
作
品
展
を
開
き
、
四
月
二
十
九
日
、
ロ
ン

ド
ン
着
。
同
地
で
春
草
と
作
品
展
を
開
き
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ

リ
ア
等
を
旅
行
し
て
八
月
十
日
帰
国
。

六
角
紫
水
（
元
助
教
授
）
農
商
務
省
海
外
実
業
練
習
生
と
な
り
、
岡
倉
天
心
ら

河辺正夫 ニューヨークの画室にて（河辺晴好氏提供）

7
 

タ
ー
画
家
と
し
て
著
名

72
 

な
ア
ル
フ
ォ
ン
ス

・
ミ

節4
 

第

ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
ボ
ス

に
つ
と
め
な
が
ら
室
内

装
飾
を
学
ん
だ
。
ア

ー

を
は
じ
め
各
地
の
会
社

と
同
船
出
航
。
三
十
七
年
五
月
よ
り
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
東
洋
部
の
物
品
整

理
を
委
託
さ
れ
る
。
同
年
十
月
十
二
日
、
農
商
務
省
よ
り
七
ン
ト
ル
イ
ス

万
国
博
に
お
け
る
調
査
旅
費
を
支
給
さ
れ
る
。
四
十
一
年
二
月
、

ニュ

ー

ョ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
の
日
本
品
の
整
理
に
従
事
。
四

月
二
十
九
日
、

ロ
ン
ド
ン
ヘ
向
け
て
出
発
。
農
商
務
省
の
命
令
で
ド
イ
ツ

に
お
け
る
漆
器
業
の
状
況
お
よ
び
本
邦
製
品
販
路
の
実
況
調
査
を
行
い
、

ロ
シ
ア
、
清
国
を
経
て
同
年
七
月
十
一
日
帰
国
。

岡
崎
雪
声
（
元
教
授
）
七
ソ
ト
ル
イ
ス
万
国
博
見
物
の
た
め
明
治
一
二
十
七
年
四

月
八
日
出
発
。

河
辺
正
夫
（
助
教
授
。
明
治

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

三
十
七
年
三
月
休
職
し
退

官）

明
治
三
十
七
年
ニ

月
二
十
二
日
嬰
商
務
省

海
外
実
業
練
習
生
と
な

り
、
同
年
三
月
二
十
日

渡
米
。

明治 37年



ュ
ッ
シ
ャ
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
写
真
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
河
辺
の
ス
タ

ジ
オ
。
左
が
河
辺
で
あ
る
。
同
郷
（
岡
山
）
の
国
吉
康
雄
は
明
治
四
十
三
年

に
こ
の
河
辺
の
も
と
に
寄
食
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ア
カ
デ
ミ

ー
ヘ
通
っ

た
。
河
辺
は
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
旅
行
し
、
同
四
十
五
年
帰
国
。

白
浜
徴
（
教
授
）
図
画
教
育
研
究
の
た
め
国
費
留
学
。
明
治
三
十
七
年
三
月
十

八
日
出
発
。
同
三
十
八
年
八
月
ま
で
ボ
ス
ト
ン
に
滞
在
。
以
後
ロ
ン
ド

ソ
、
バ
リ
、
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
、
同
四
十
年
三
月
二
十
一
日
帰
国
。
詳
細

は

273
頁。

大
村
西
崖
（
教
授
）
明
治
三
十
七
年
五
月
二
十
日
臨
時
博
覧
会
事
務
局
よ
り
セ

ソ
ト
ル
イ
ス
万
国
博
出
品
審
査
（
工
業
工
芸
部
）
に
関
す
る
事
務
を
嘱
託
さ

れ
出
発
。
同
年
十
月
セ
ソ
ト
ル
イ
ス
を
発
ち
、
シ
ン
シ
ナ
チ
、
ワ
シ
ン
ト

ソ
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
経
て
十
一
月
ロ
ン
ド
ン

着
。
大
英
博
物
館
、
サ
ウ
ス
ケ
ソ
シ
ン
ト
ソ
美
術
館
を
中
心
に
東
洋
古
美

術
を
見
学
。
既
出
伝
記
草
稿

(83
頁
）
に
は

秋
米
國
を
焚
し

、

大
西
洋
を
渡
つ
て
英
・
法

・

徳
•
以
諸
図
を
巡
遊

す
。
豫
て
稿
す
る
所
の
希
騰
羅
馬
諸
稗
値
等
を
携
え
て
、
諸
緊
珍
館
の

蔵
す
る
所
の
古
代
神
像
及
び
印
度
佛
赦
圏
像
の
欧
洲
に
在
る
も
の
を
歴

〔
八
〕

覧
し
、
到
照
し
て
討
究
に
資
し
、
乙
巳
（
甘
六
年
）
の
春
蹄
朝
す
。

と
あ
る
。
西
崖
に
は

こ
れ
が
初
め
て
の
欧
米
旅
行
で
あ
っ
た
。
三
十
八
年

十
二
月
一
日
付
ロ
ン
ド
ソ
よ
り
の
書
簡
（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第

三
巻
第
四
号
）
に
は

ブ
リ
チ
シ
ュ
衆
珍
館
の
印
度
古
彫
塑
品
及
埃
及
ア
シ
リ
ヤ
希
服
羅
馬
の

に
齋
し
た
（
同
前
月
報
第
三
巻
第
八
号）。

遺
物
に
は
、
腰
を
脱
か
し
申
し
候
、
毎
日
同
館
に
入
り
び
た
り
て
頸
を

ひ
ね
る
と
涎
を
垂
る
4
と
が
商
賣
の
や
う
に
有
之
、
傍
ら
古
本
屋
を
あ

さ
り
て
嚢
底
を
叩
き
、
借
金
の
出
来
た
る
代
2

り
に
は
大
分
積
年
の
欝
憤

を
睛
ら
し
申
し
候
、

と
、
そ
の
感
動
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

三
十
八
年
三
月
五
日
帰
国
。

岩
村
透
（
教
授
）
西
崖
と
同
様
の
職
務
（
美
術
部
審
査
）
を
帯
び
て
西
崖
と
同

船
出
航
。
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
で
は
美
術
教
育
部
の
大
会
に
二
度
出
席

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
巻
第
十
号
所
載
書
簡
）
。
三
十
七
年
十
一

ハ
ー
グ
、
ア
ム
ス

月
ロ
ン
ド
ソ
着
。
プ
リ
ュ
ッ
七
ル
、
ア
ン
ヴ
ェ
ル
ス
、

テ
ル
ダ
ム
、
ベ
ル
リ
ソ
等
を
経
て
三
十
八
年
三
月
二
十
七
日
帰
国
。
サ
ウ

ス
ケ
ソ
シ
ン
ト
ソ
美
術
館
所
蔵
古
代
メ
ダ
ル
の
模
造
品
六
十
六
個
を
本
校

本
保
義
太
郎
（
彫
刻
科
卒
業
生
）
セ
ソ
ト
ル
イ
ス
万
国
博
東
京
出
品
協
会
お
よ

び
富
山
県
よ
り
商
工
調
査
等
を
嘱
託
さ
れ
、
大
村
西
崖
ら
と
同
船
出
航。

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
は
ロ
ダ
ン
の
弟
子
の
ボ
ー
グ
ラ
ム
の
ス
ク
ジ
オ
で
学

び
、
夜
間
は
コ
ロ
ソ
ビ
ア
大
学
附
属
師
範
学
校
で
絵
画
を
学
ん
だ
。

三
十

八
年
二
月
、
農
商
務
省
海
外
実
業
練
習
生
と
な
り
、
同
年
十
月
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
発
ち
、
ベ
ル
ギ
ー
を
経
て
。
ハ
リ
に
至
り
、
十
一
月
。ハ
リ
の
国
立

美
術
学
校
に
入
学
。
四
十
年
四
月
ロ
ダ
ソ
を
訪
問
。
十
月
十
八
日
。
ハ
リ
で

死
去
。
本
保
に
つ
い
て
は
片
折
正
明
著
「
彫
刻
家
本
保
義
太
郎
」
（
高
岡

市
立
美
術
館

・
博
物
館
誌
『
高
志
の
華
』
第
三
十
六
、
四
十
二
）
が
あ
る
。
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国。

セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
滞
在
し
、
同
年
十

一
月

十

四

日

帰

白
瀧
幾
之
助
（
西
洋
画
科
卒
業
生
）
大
村
西
崖
ら
と
同
船
出
航
。
セ
ソ
ト
ル
イ

ス
万
国
博
を
見
物
し
、
そ
の
後
。ハ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
で
油
画
の
勉
強
を
し
て

明
治
四
十
四
年
帰
国
。

高
木
誠

一
郎
（
同
）
大
村
西
崖
ら
と
同
船
出
航
。
『
高
木
背
水
伝
』
（
直
木
友

次
良
編
。
昭
和
十
六
年
。
大
肥
前
社
）
に
は
こ
の
渡
米
に
つ
い
て
詳
し
く
記
さ

れ
て
い
る
。
「
往
き
の
旅
費
さ
へ
つ
く
れ
ば
あ
と
は
向
う
で
働
け
ば
い

4

、
そ
れ
に
は
先
づ
ア
メ
リ
カ
ヘ
行
か
う
。
ア
メ
リ
カ
で
働
い
て
、
金
が

出
来
た
ら
欧
洲
に
渡
ら
う
」
と
、
僅
か
の
小
遣
い
を
持
っ
て
出
発
し
た

が
、
西
崖
ら
と
違
っ
て
―
―
一
等
船
客
と
な
っ
た
背
水
と
白
瀧
は
、

「
想
像
も

つ
か
ぬ
ほ
ど
の
虐
待
」
を
受
け
た
。
バ
ソ
ク
ー
バ
ー
到
着
後
、
彼
は
本
保

と
二
人
で
セ
ソ
ト
ル
イ
ス
ヘ
行
き
、
こ
こ
で
本
保
と
別
れ
、

Y
M
C
A
の

紹
介
で
部
屋
を
借
り
、
職
捜
し
に
奔
走
。
漸
く
万
国
博
の
日
本
売
店
の
夜

警
と
な
り
、
幾
ら
か
の
貯
金
が
で
き
た
が
、
そ
れ
を
全
部
盗
ま
れ
、
借
金

し
て
コ
ロ
ソ
ビ
ア
大
学
の
美
術
科
に
入
学
。
ハ
ウ
ス

・
ワ
ー
ク
、
扇
子
や

日
本
茶
、
種
々
の
カ
ー
ド
の
販
売
、
標
本
描
き
、

玉
突
な
ど
を
し
な
が
ら

通
学
し
た
。
し
か
し
、
無
理
が
た
た
っ
て
体
を
こ
わ
し
、
や
む
な
く
ョ
ー

ロ
ッ
パ
行
き
を
断
念
し
、
肖
像
画
や
壁
画
を
描
き
旅
費
を
稼
い
で
明
治
―
―
―

十
九
年
四
月
六
日
に
帰
国
し
た
。

正
木
直
彦
（
校
長
）
大
村
、
岩
村
と
同
様
の
職
務
（
教
育
部
審
査
）
を
帯
び
て

明
治
三
十
七
年
八
月
十
二
日
出
発
（
『
回
顧
七
十
年
』
に
岩
村
と
共
に
出
発
と

あ
る
の
は
誤
り
）
。

新
免
教
太
郎
（
同
）
明
治
一二
十
七
＼
三
十
九
年
現
在
在
米
。

沢
田
誠
一

郎
（
宗
山
。
図
案
科
生
徒
）
京
都
市
の
留
学
生
と
し
て
正
木
直
彦
と

同
船
出
航
。
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
を
見
物
し
、
農
商
務
省
海
外
実
業
練

習
生
と
な
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
図
案
を
勉
強
し
て
四
十

一
年
春
帰
国
。

福
地
復
一
（
元
教
授
）
大
村
西
崖
と
同
様
の
職
務
（
工
業
工
芸
部
審
雀
）
を
帯
び

て
明
治
三
十
七
年
渡
米
。

真
島
中
太
郎
（
西
洋
画
科
生
徒
）
セ
ソ
ト
ル
イ
ス
万
国
博
見
物
の
た
め
明
治
―
―
―

十
七
年
五
月
二
十
日
出
発
。

海
野
銀
三
郎
（
彫
金
科
卒
業
生
）
シ
カ
ゴ
の
ケ
ー
ラ
ー
女
史
の
招
き
で
明
治
三

十
七
年
五
月
二
十
日
渡
米
。
同
三
十
八
年
六
月
現
在
シ
カ
ゴ
在
住
。

江
良
剛
治
（
鋳
金
科
卒
業
生
）
明
治
三
十
七
年
六
月
七
日
、
鋳
金
術
お
よ
び
鋳

金
作
品
販
路
調
査
の
た
め
渡
米
し
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
に
滞
在
。
同
三
十

九
年
五
月
現
在
。ハ
サ
デ
ィ
ナ
に
滞
在
。

矢
崎
千
代
治
（
西
洋
画
科
卒
業
生
）
同
右

戸
田
謙
二
（
同
）
同
右

出
口
清
三
郎
（
同
）
明
治
三
十
八
年
六
月
十

一
日
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヘ
向
け
て
出
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原
陽 発

。
農
商
務
省
海
外
実
業
練
習
生
と
な
り
、
同
三
十
九
年
四
月
英
国
を
経

て
パ
リ
着
。

（
日
本
画
科
卒
業
生
）
明
治
三
十
八
年
ボ
ス
ト
ン
に
滞
在
。
同
三
十
九

年
四
月
帰
国
。

藤
島
武
二
（
助
教
授
）
四
年
間
の
仏
、
伊
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
て
明
治
三
十
八
年

十
一
月
十
八
日
出
発
。
四
十
三
年
一
月
二
十
六
日
帰
国
。
詳
細
は

317
頁。

辻
村
延
太
郎
（
松
華
。
教
授
。

明
治
三
十
八
年
十

一
月
休
職
。
大
正
六
年
嘱
託
と
し

て
復
掃
。
）
仏
国
ガ
イ
ヤ
ー
ル
の
招
聘
で
藤
島
武
二
と
と
も
に
出
発
。
四
十

年
一
月
帰
国
。
詳
細
は

321
頁。

早
崎
梗
吉
（
絵
画
科
卒
業
生
）
明
治
二
十
六
年
岡
倉
覚
三
の
中
国
美
術
調
査
旅

行
に
同
行
し
、
三
十
二
年
九
月
再
渡
支
し
て
以
来
日
支
を
往
復
。
三
十
七

年
六
月
現
在
恢
西
省
三
原
宏
道
大
学
堂
で
「
邦
語
」
「
国
画
」
「
応
用
化

学
」
「
体
操
」
を
教
授
。
三
十
七
ー
―
二
十
八
年
現
在
西
安
武
備
大
学
堂
に

在
職
。
三
十
九
年
七
月
帰
国
。

石
河
寿
衛
彦
（
漆
工
科
卒
業
生
）
明
治
三
十
三
年
仏
領
安
南
ハ
ノ
イ
職
業
学
校

漆
エ
教
師
と
し
て
赴
任
。
同
三
十
八
＼
四
十
年
現
在
同
校
に
在
職
。

ト
ン
キ
ン

石
川
巳
七
雄
（
浩
洋
。
鋳
金
科
卒
業
生
）
明
治
三
十
三
年
仏
領
東
京
職
業
学
校

鋳
造
教
師
と
し
て
赴
任
後
昭
和
十
一
年
ま
で
在
職
。
在
職
中
に
つ
い
て
は

「
仏
印
滞
在
四
十
年
」
（
『
新
亜
細
亜
』
第
二
巻
第
五
号
。

の
回
想
記
が
あ
る
。

昭
和
十
五
年
五
月
）

勝
田
良
雄
（
蕉
琴
。
日
本
画
科
卒
業
生
）
明
治
―
―
―
十
八
年
九
月
農
商
務
省
海
外

実
業
練
習
生
と
し
て
イ
ン
ド
ヘ
向
け
出
発
。
河
口
慧
海
そ
の
他
の
斡
旋
で

当
地
の
美
術
学
校
で
日
本
画
を
教
え
、
同
四
十
四
年
帰
国
。

松
長
長
三
郎
（
図
案
科
卒
業
生
）
明
治
三
十
六
年
十

一
月
十
九
日
天
津
市
官
立

商
品
陳
列
所
工
芸
部
員
と
し
て
出
発
。
三
十
八
＼
三
十
九
年
現
在
清
国
直

隷
高
等
工
芸
学
堂
に
在
職
。

高
橋
勇
（
烏
谷
。
元
嘱
託
）
明
治
三
十
七
＼
三
十
九
年
現
在
清
国
北
京
大
学
に

在
職
。

森
岡
柳
蔵
（
西
洋
画
科
卒
業
生
）
明
治
三
十
八
年
十
一
月
清
国
北
京
大
学
堂
に

赴
任
の
た
め
渡
支
゜

毛
利
教
定
（
絵
画
科
卒
業
生
）
明
治
三
十
八
年
九
月
農
商
務
省
実
業
練
習
生

（
図
案
研
究
）
と
し
て
渡
支
。
四
十
一
年
現
在
上
海
に
滞
在
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
に
は
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
前
後
の
渡
航

者
た
ち
の
書
簡
や
帰
国
者
た
ち
の
投
書
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
現
地
の

状
況
を
知
る
資
料
が
得
ら
れ
る
。
そ
の
中
の
明
治
三
十
八
年
三
月
十
九
日
正
木

直
彦
宛
本
保
義
太
郎
書
簡
（
同
誌
第
三
巻
第
七
号
）
に
は
「
在
米
の
本
校
出
身
者
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は
殆
ん
と
二
十
餘
名
に
逹
し
」
云
々
と
記
さ
れ
て
お
り
、
渡
米
熱
の
高
ま
り
を

よ
く
示
し
て
い
る
。
セ
ソ
ト
ル
イ
ス
万
国
博
会
場
で
は
本
校
関
係
者
た
ち
が
よ

＜
顔
を
合
わ
せ
た
ら
し
く
、
そ
の
際
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
。
ヒ
ソ
ー
ド
が
同
誌
第
三

巻
第
四
号
に
ま
と
め
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二
、
三
抜
粋
し
て
み
る
と
、

▼
遠
國
に
在
て
先
生
や
友
人
に
逢
っ
た
程
嬉
し
い
も
の
は
無
い
ね
、
今
年
は

聖
路
易
博
覧
會
場
へ
大
分
集
合
し
た
が
、
日
本
庭
圏
の
吉
野
庵
と
云
ふ
丼
飯

屋
で
縄
暖
簾
的
に
腰
を
掛
け
、
鱈
腹
や
ら
か
し
て
紫
痰
殿
と
云
ふ
政
府
館
の

外
橡
に
ヅ
ラ
リ
と
並
ん
で
駄
法
螺
を
吹
い
た
楡
快
さ
は
何
と
も
云
へ
ぬ
、
顔

揃
の
面
々
は
先
つ
本
保
〔
義
太
郎
〕
、
員
島
〔
中
太
郎
〕
、
高
木
〔
誠
一
郎
〕
、

伊
藤
〔
龍
吉
〕
、
澤
田
〔
誠
一
郎
〕
、
柳
〔
敬
助
〕
、
櫻
岡
〔
三
四
郎
〕
、
白
濱

〔
徴
〕
さ
ん
等
で
、
た
ま
に
は
岩
村
〔
透
〕
、
大
村
〔
西
崖
〕
‘
[
正
木
直
彦
〕

校
長
さ
ん
な
ど
も
お
仲
間
入
り
で
あ
っ
た
。
（
面
白
か
っ
た
生
）

▼
大
観
、
春
草
、
紫
水
の
三
大
家
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
到
着
の
翌
晩
散
歩
を
試

み
た
、
十

一
時
頃
道
だ
け
は
先
づ
間
違
へ
ず
に
蹄
ッ
て
来
た
が
、
入
口
の
錠

前
が
い
く
ら
鍵
を
入
れ
て
も
開
き
そ
う
が
な
い
、
オ
イ
菱
田
早
く
開
け
ろ

よ
、
奈
う
し
て
も
開
か
な
い
よ
横
山
君
、
然
う
か
？

ァ
ッ
大
愛
だ
ツ
、
隣

り
の
家
だ
ッ
た
番
琥
が
違
ふ
、
早
く
逃
げ
ろ
／
．

ア
ッ
ハ
ッ
ハ

…
…
。
（
見

た
か
ッ
た
生
）

▼
三
大
家
が
展
覧
會
を
為
る
の
で
絹
を
張
る
枠
が
入
用
だ
か

ら
、
或
る
大
工
に
注
文
し
た
と
こ
ろ
が
、
巾
一
尺
五
寸
丈
四
尺
許
り
の
も
の

大
小
共
入
み
の
一
箇
拾
園
づ
ゞ
取
ら
れ
た
、
後
で
山
下
〔
英
夫
か
〕
君
に
紹

介
し
て
注
文
し
た
ら
二
圃
づ
ゞ
で
上
等
の
も
の
が
出
来
た
、
そ
れ
か
ら
紫
水

君
に
蒔
箱
の
材
料
の
錫
粉
を
頼
ま
れ
た
か
ら
買
ッ
て
見
る
と
、
金
剛
砂
の
使

な
ど
と
い
う
記
事
が
あ
り
、

（
横
カ
ラ
生
）

ほ
か
に
は
言
葉
が
通
じ
な
い
た
め
の
苦
労
話
や
金

縁
眼
鏡
を
。ヒ
カ
リ
と
光
ら
せ
て
無
類
の
通
人
で
通
っ
て
い
る
天
香
福
地
復
一
の

滑
稽
な
失
敗
、
酔
漢
を
や
っ
つ
け
た
宗
山
沢
田
誠
一
郎
や
海
野
銀
三
郎
の
快
挙

等
々
の
工
ビ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
様
の
意
味
で
興
味
深
い
も

の
に
同
誌
第
二
巻
第
十
号
所
載
白
浜
徴
書
簡
が
あ
る
。
全
文
を
左
に
転
載
し
て

お
く
。

セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
は
、
大
分
學
校
の
連
中
見
え
ら
れ
居
り
し
由
、
先
方

よ
り
束
翰
あ
り
し
を
抜
書
し
て
、
左
に
、

岩
村
〔
透
〕
氏
の
来
書
中
に
、

過
日
教
育
大
會
の
開
設
有
之
、
其
方
の
美
術
数
育
部
の
大
會
に
は
、
ニ

度
出
席
い
た
し、

種
々
有
盆
の
談
話
を
耳
に
致
候
。
美
術
館
中
、
法
郎

ン
ス

〕

西
、
濁
逸
な
ど
、
中
々
有
盆
の
出
品
致
し
居
り
候
。
殊
に
最
も
宜
敷
は

合
衆
國
の
部
分
に
て
、
善
く
も
斯
く
集
め
た
り
と
思
は
れ
る
迄
に
蒐
集

致
候
。

小
生
は
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
郊
外
八
哩
の
カ
ー
ク
ゥ

ー
ド
と
申
慮

に
閑
居
致
居
、
日
々
電
車
に
て
博
覧
會
へ
参
り
居
り
候
。

大
村
〔
西
崖
〕
氏
よ
り
の
書
中
に
、

営
地
着
爾
来
不
相
愛
編
纂
物
起
草
引
受
従
事
罷
在
候
。
博
覧
會
は
唯
其

の
規
模
の
店
大
に
驚
き
、
騒
擾
と
不
行
居
と
何
事
も
金
ヅ
ク
メ
な
る
と

に
呆
れ
申
候
。
営
地
の
用
事
相
酒
候
へ
ば
、
御
地
へ
も
必
ず
参
り
可
申

と
存
居
り
候
。

て
笑
ツ
た
僕
が
笑
は
れ
た
。

用
し
た
の
で
あ
ッ
た
、

〔
マ
マ

〕

〔
ハ
イ
カ
ラ
〕

此
夏
セ
ソ
ト
ル
イ
で
逢
ッ
た
ら
す
ツ
か
り
灰
売
に
成
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櫻
岡
〔
三
四
郎
〕
氏
よ
り
の
書
中
に
、

小
生
は
四
月
よ
り
南
方
ア
ラ
バ
マ
州
に
於
て
、
五
十
六
尺
の
大
像
錨
造

に
聯
係
し
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
去
り
、
績
て
営
博
覧
會
に
参
り
居
り

候
。
無
限
の
望
み
を
以
て
来
り
し
、
大
博
覧
會
も
差
程
に
あ
ら
ず
、
世

界
は
先
づ
コ
ン
ナ
物
か
の
感
じ
も
仕
候
此
度
各
國
の
特
有
物
を
黙
検

し
て
、
佛
は
日
本
に
及
ば
ず
、
且
つ
ド
ー
シ
テ
も
濁
逸
が
第
一
番
と
い

ふ
こ
と
を
看
破
仕
候
、
賂
来
警
戒
す
べ
き
は
獨
逸
と
存
候
。

横
山
〔
大
観
〕
君
な
ど
の
一
行
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
せ
し
時
、
大
分
周

旋
の
哨
を
執
り
し
が
、
何
れ
も
日
本
服
に
て
大
道
濶
歩
と
い
ふ
始
末
、

山
の
如
き
の
人
に
は
毎
度
閉
口
仕
候
。

営
地
の
美
術
館
に
日
本
品
の
多
き
こ
と
は
、
臥
米
中
有
名
な
る
こ
と
に

て
、
綸
甕
の
み
に
て
も
、
四
千
貼
以
上
に
有
之
、
其
他
の
美
術
品
宜
に
目

を
驚
か
す
許
り
に
候
。
岡
倉
〔
天
心
〕
氏
は
其
目
録
編
製
の
た
め
日
々
同

館
へ
出
勤
せ
ら
れ
居
り
候
。
又
六
角
〔
紫
水
〕
氏
も
同
館
の
雇
と
な
り
、

美
術
品
（
重
に
蒔
縮
類
）
の
修
繕
に
取
掛
か
り
居
り
候
。

横
山
〔
大
観
〕
氏
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
て
展
覧
會
を
開
き
、
好
結
果
な

り
し
由
に
て
、
来
る
十
一
月
頃
嘗
地
に
て
開
會
せ
ん
と
て
、
目
下
営
地
に

滞
留
揮
奄
中
の
由
に
候
。

米
國
人
の
美
術
品
を
作
り
、
又
之
を
愛
す
る
の
眼
識
は
、
如
何
な
る
程

度
の
も
の
な
る
か
は
、
未
だ
存
じ
不
申
候
へ
ど
も
、
兎
に
角
買
業
の
装
逹

に
於
て
は
驚
く
の
外
な
く
随
て
美
術
を
之
に
應
用
せ
ん
と
し
て
、
百
方
苦

瑕
令
身
は
海
外
に
あ
る
も
、
故
國
を
思
ふ
の
情
は
等
し
く
在
留
の
本
邦

人
集
ま
れ
ば
、
す
ぐ
に
戦
争
の
心
配
談
に
御
坐
候
。
日
々
の
新
聞
に
も
戦

争
に
開
す
る
記
事
は
勿
論
、
挿
霊
を
加
へ

、
大
に
日
本
に
同
情
を
表
し
居

り
候
。営

地
は
支
那
人
至
て
多
く
、
辮
髪
を
去
り
て
洋
服
着
用
の
も
の
も
あ

り
、
往
々
支
那
人
と
間
違
へ
ら
る
4
と
て
、
憤
慨
し
た
る
日
本
人
も
あ
り

し
が
、
小
生
は
未
だ
一
度
も
支
那
人
と
間
違
へ
ら
れ
た
る
こ
と
は
無
い
代

り
、
佛
人
や
伊
太
利
人
と
間
違
へ
ら
る
4

に
至
り
て
は
沙
汰
の
限
り
に

候。
小
生
も
博
覧
會
見
物
致
度
存
候
へ
ど
も
、
今
少
し
涼
し
く
相
成
候
上
と

考
居
候
、
営
地
は
噂
に
聞
き
し
よ
り
は
至
て
凌
ぎ
よ
く
御
坐
候
。

八
月
十

一

日

白

濱

徽11 
y
a
r
m
o
u
t
h
 st
.
 

心
し
居
る
様
感
伏
に
不
堪
候
。

B
o
s
t
o
n
,
 M

a
ss,
 U
.S
.A
.
 

な
お
、
上
記
の
渡
航
者
の
紹
介
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
時
は
少
数
の
文
部

省
留
学
生
や
国
費
出
張
者
は
別
と
し
て
、
十
分
な
旅
費
も
持
た
ず
に
渡
航
し
た

人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
在
外
研
究
者
に
と
っ
て
助
け
に
な
っ
た
の
は
農
商
務

省
海
外
実
業
練
習
生
の
制
度
で
、
上
出
の
ほ
か
、
例
え
ば
明
治
三
十
九
年
に
渡

欧
す
る
高
村
光
太
郎
な
ど
も
、
父
が
出
し
て
く
れ
た
二
千
円
か
ら
旅
費
を
引
く
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と
幾
ら
も
残
ら
な
か
っ
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
で
働
き
な
が
ら
勉
強
し
て
ョ
ー
ロ

ッ
パ
に
渡
り
、

実
業
練
習
生
（
毎
月
六
十
円
ほ
ど
支
給
）
と
な
っ
て
か
ろ
う
じ
て

勉
強
が
続
け
ら
れ
た
と
い
う
（
「
回
想
二
」
『
美
術
』
第
二
巻
第
二
号
。
昭
和
二
十
年

三
月
）
。
し
か
し
、
練
習
生
の
数
に
も
限
り
が
あ
り
、
選
に
漏
れ
た
人
々
の
な

か
に
は
苛
酷
な
生
活
を
送
っ
た
者
も
あ
っ
た
。
高
木
背
水
に
つ
い
て
は
既
に
記

し
た
が
、
江
良
剛
治
の
書
簡
（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
巻
第
二
号
所
載
）

に
も
三
等
船
客
と
な
っ
て
泥
棒
扱
い
さ
れ
た
り
し
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、

飲
食
を
節
約
し
て
職
捜
し
を
す
る
さ
ま
が
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
ア
メ
リ
カ

で
資
金
を
稼
い
で
ョ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
渡
る
心
算
だ
っ
た
が
、
背
水
の
よ
う
に
体
を

こ
わ
し
て
中
途
で
帰
国
し
た
り
、
本
保
義
太
郎
の
よ
う
に
。
ハ
リ
で
病
死
し
て
し

ま
っ
た
例
も
あ
り
、
目
的
を
達
せ
な
か
っ
た
人
々
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
年
度
内
二
於
テ
ハ
規
則
内
規
等
ノ
創
定
改
正
シ
ク
ル
モ
ノ
ナ
シ

規
程

明
治
三
十
八
年
東
京
美
術
學
校
年
報

明
治
三
十
八
年
四
月
一
日
ョ
リ
同
月
七
日
マ
テ
一
週
間
本
校
校
舎
ノ
一
部
ヲ

本
校
校
友
會
二
貸
付
シ
テ
悼
兵
展
覧
會
ヲ
開
キ
ク
リ

同
年
七
月
十
一

日
午
前
九
時
ョ
リ
第
十
四
回
卒
業
証
書
授
典
式
ヲ
行
ヒ
卒
業

製
作
及
生
徒
成
績
品
ヲ
陳
列
シ
テ
来
賓
ノ
観
覧
二
供
シ
同
月
十
二
日
及
十
三

日
ノ
両
日
本
校
関
係
者
二
縦
覧
ヲ
許
ス

従
来
本
校
入
學
者
中
俊
秀
ヲ
抜
擢
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ
四
月
ョ
リ
六
月
マ
テ
中

學
校
卒
業
生
二
仮
入
學
ヲ
許
シ
タ
ル
カ
前
年
度
中
此
規
程
ヲ
廃
シ
タ
ル
ヲ
以

テ
本
年
ヨ
リ
改
正
規
則
二
依
リ
中
學
校
卒
業
生
ヲ
シ
テ
始
メ
テ
豫
備
科
二
入

學
ヲ
許
シ
タ
リ
其
在
學
期
間
ハ
仮
入
學
卜
同
シ
ク
四
月
ョ
リ
六
月
二
至
ル

ノ
一
學
期
間
ニ
シ
テ
最
後
二
試
験
ヲ
施
シ
本
科
入
學
ヲ
許
否
ス

設
備本

校
敷
地
ノ
狭
溢
ナ
ル
ハ
毎
年
本
項
二
於
テ
述
プ
ル
所
ノ
如
ク
又
其
校
舎
ハ

明
治
十
年
数
育
博
物
館
ト
シ
テ
建
造
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
充
用
シ
居
ル
ガ
故
二
逐

年
破
損
腐
朽
ノ
箇
所
ヲ
増
シ
漸
次
危
殆
二
赴
キ
改
築
ノ
必
要
ハ
倍
々
焦
眉
ノ

急
二
迫
ル
ヲ
以
テ
敷
年
前
ョ
リ
之
ヲ
本
項
二
於
テ
申
報
シ
一
面
二
於
テ
ハ
改

概
況

甲

款

第
五
節

明
治
三
十
八
年
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